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１．背景 

水クラスターイオンを固体表面に照射すると，クラスターイオンビーム特有の高密度照

射効果や低エネルギー照射効果に加えて，水クラスターが多原子分子により構成されるこ

とに起因する化学反応の寄与が期待される．このため，原子イオンビームの固体表面に対

する照射効果とは異なった特徴を示すことを報告してきた．さらに，水クラスターイオン

ビームを固体表面に照射した際に発生するルミネッセンスを測定することで，固体表面の

情報が得られることが期待される．また，クラスターイオンと固体表面との衝突過程の解

明につながることが期待できる．今回は，複数の光電子増倍管と様々な帯域に対するバン

ドパスフィルタを用いて測定した，粗い水クラスターイオンビーム励起ルミネッセンスス

ペクトルについて報告する． 

 

２．実験 

真空槽中に設置した容器に封入した水を加熱し，発生した水蒸気を超音速ノズルを通し

て真空中に噴射し，水クラスターを生成した．これを電子衝撃法を用いてイオン化し，加

速した後，固体表面に照射した．この際に発生した光子を計数した．電子衝撃法には前回

報告した酸化物カソードを用いた．電子衝撃法に

おける電子の加速電圧は 200 Vとした．水クラス

ターイオンビームのビーム量は約 60 nA であっ

た． 

図１に発光光子数の加速電圧依存性を示す．発

光光子数は加速電圧の上昇に伴い増加した． 

また，粗いスペクトルを測定するために，発生

した光子を 340 nm～670 nm の帯域における 11

種類のバンドパスフィルタを通して，真空中に設

置した 12個の光電子増倍管を用いて測定した． 

図１：発光光子数の加速電圧依存性 
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